
看護師白衣賃貸借仕様書 

 

（該当職員数） 

１ 令和３年１１月末現在の看護師白衣賃貸借の対象となる職員数と令和４年４月新規採

用予定者数は次のとおりである。ただし、今後の職員採用や退職等に伴い変動する場合

がある。 

  ・女性看護師  ６５８人 

  ・男性看護師   ７９人 

  ・女性看護補助者 ６４人 

  ・男性看護補助者  ３人 

 

（貸与品の仕様） 

２ 乙が甲に貸し付ける品目、規格、色、及び１人当たりの数量は、次のとおりとする。

なお、特に甲が必要と認めた場合は必ずしも以下の規格によらなくてもよいものとする。 

種別 品目 規格 色 
１人当たり 

数量 

女性看護師 

看護衣上着 
UQW1053-5 ﾎﾜｲﾄ×ﾛｾﾞ 2 

UQW1053-93 ﾎﾜｲﾄ×ﾈｲﾋﾞｰ 3 

パンツ 
UQW2037-1 ﾎﾜｲﾄ 2 

UQW2037V-5 ﾈｲﾋﾞｰ 3 

男性看護師 

看護衣上着 
UQM1533-45 ﾎﾜｲﾄ×ﾛｾﾞ 2 

UQM1533-93 ﾎﾜｲﾄ×ﾅｲﾄﾌﾞﾙｰ 3 

パンツ 
UQW2106-1 ﾎﾜｲﾄ 2 

UQW2106-5 ﾈｲﾋﾞｰ 3 

女性看護補助者 
スクラブ上着 

UQW1049-40 ｱｸｱ 3 

UQW1049-90 ﾋﾟﾝｸ 2 

パンツ UQM2106-5 ﾈｲﾋﾞｰ 5 

男性看護補助者 
スクラブ上着 

UQM1105-40 ｱｸｱ 3 

UQM1105-4 ﾀｰｺｲｽﾞ 2 

パンツ UQM2106-5 ﾈｲﾋﾞｰ 5 

（１）上着右胸部分にシンボルマークと名称（英語表記）の刺繍加工を施すこと。大きさ

は縦４ｃｍ×横７ｃｍ程度とし、色は黄緑色とする。 

  【シンボルマーク】 

 

 

（２）看護衣上着に二重ポケット加工（内ポケット加工）を施すこと。 

（３）採寸等により各個人に合わせたサイズの白衣を開始時期に間に合うように用意する

こと。また、パンツの丈合わせも行うこと。 

（４）白衣には１着ごとに個人を識別できる認識票（氏名、ボックス番号、バーコード等）



を付して（縫付けて）納入すること。 

（５）認識票をもとに乙は利用者データの管理を行うこと。また、甲に指示された場合は

利用者データを提出すること。 

（６）女性用の白衣については、必要に応じてマタニティータイプも用意すること。 

（７）白衣のサイズ変更等は原則として行わないが、甲が必要と認めた場合は対応するこ

と。なお、甲が必要と認める場合とは主に次のものをいう。 

・体型の変化によるサイズ変更 

・妊産婦用白衣への変更、及びその後の変更 

・著しく劣化した白衣の変更 

・その他、やむを得ない事情と認められる種類及び数量の変更 

（８）上記（７）及び人事異動等によって白衣の変更等が生じる場合は、甲は乙に速やか

に連絡する。 

（９）通常使用によって生じた、棄損、汚損、ボタン脱落、ファスナー破損等について、

補修または新品への交換を行うこと。 

（10）上記（１）から（９）に要する付随費用についても、本件の単価契約金額に含むも

のとする。 

 

（洗濯基準） 

３ 原則として「病院、診療所等の業務委託について」（平成５年２月１５日付け平成５

年指第１４号、厚生省健康政策局指導課長通知、【最終改正】平成３０年１０月３０日

付け医政地発１０３０第１号）別添２に定める消毒方法に従い、熱湯による消毒等を行

うこと。 

４ 洗濯は週２回以上行うこと。ただし、年末年始及びその他連休期間の対応については

甲乙協議のうえ変更できるものとする。 

 

（納入、搬出場所） 

５ 洗濯した白衣を納入する際に使用する納品ボックス、及び、使用済み白衣を回収する

ための密閉できる回収ボックスは乙が用意することとし、定期的に抗菌措置及び消臭な

どを行うこと。なお、納品ボックスは原則として各所属に分けること。 

６ 乙の作業員は使用済み白衣を所定の場所から回収して院外へ搬出すること。また、搬

出は週２回以上行うこと。ただし、年末年始及びその他連休期間の対応については甲乙

協議のうえ変更できるものとする。 

７ 洗濯した白衣は院外へ持ち出した日を含んで７日以内に納入すること。 

８ 納入場所は、次のとおりとすること。 

（１）中央手術室及び集中治療室（ＩＣＵ）に所属する看護師・看護補助者（男女とも）

の白衣は当該所属に直接納入する。 

（２）上記（１）以外に所属する女性看護師、女性看護補助者の白衣は２階の女性用更衣

室へ病棟単位で納入する。また、男性看護師、男性看護補助者の白衣については病棟

単位ではなく、まとめて６階の男性用更衣室へ納入する。 

９ 甲の都合により上記８の納品場所に変更が生じる場合にも、対応できる体制とするこ



と。 

10 白衣は各所属単位に分けて管理し、納入は白衣を折りたたまず、ハンガー掛けで納入

することが望ましい。 

11 回収ボックスは密閉して搬出し、新たに回収ボックスを設置すること。 

 

（作業報告、白衣の管理） 

12 白衣を納入・搬出した際は、その数量を一覧表にし、甲に提出すること。 

13 院外へ持ち出した白衣の所在を常に管理・把握し、甲からの問い合わせ（回収・納品

状況・個人別洗濯状況等）に迅速に応答できる体制とすること。 

 

（検査） 

14 乙は白衣を納入する場合は、その都度ボックスに納品書または明細書を添付し納品状

況が明確になるようにしておくこと。なお、納品書は個人ごとの納品状況がわかるもの

とすること。 

15 不良品があるときは直ちに良品と交換すること。 

 

（人事異動等） 

16 人事異動、新規採用、及び退職等により職員が入れ替わるが、迅速に白衣等の準備を

行い、甲の業務に支障を来さぬようにすること。 

17 人事異動等により新たに借り受ける白衣等の単価は変わらないものとし、償却期間は

延長しない。 

18 人事異動及び退職により、使用しなくなった白衣等は乙に返納する。 

 

（その他注意事項） 

19 連絡体制 

  乙は本業務における緊急時連絡体制表を作成し、甲へ提出すること。 

20 研修 

 １）作業に従事する全作業員に対し、受託責任者等による社内研修を年１回以上受講さ

せること。なお、新規の作業員については、作業開始前に社内研修を実施しておくこ

と。 

 ２）医療安全、感染対策等について院内研修を受講すること。 

21 予防接種 

 １）本業務に従事する作業員については、乙の責任のもと、Ｂ型肝炎、麻疹、風疹、水

痘（水疱瘡）、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）の抗体があること、結核が陰性であ

ることを検査等実施し確認するとともに、抗体がなかった作業員については、ワクチ

ン接種を行い、作業員の安全を確保すること。 

 ２）乙の責任のもと、毎年、業務を行う全作業員に対して、インフルエンザワクチンを

接種させること。 

22 乙の作業員は、院内で作業する際、ユニホーム及び名札を着用することとし、来院者

等に不快感を与えないよう細心の注意を払って作業を行うこと。 



23 乙の作業員は、業務上知り得た秘密を他に漏らさないこと。 

24 乙は履行業者の変更により業務の引継が必要な場合において、新たな履行業者が契約

業務を適正に行えるよう、業務履行上の留意点等を確実に引き継ぐよう努めること。 


